りの 家が ありました。 

そして 玄関に は 

RESTAURANTS 

西洋 料理店 

WILDCAT HOUSE 

山猫 軒 

という 札が でて いました。 

「君、 ちょうど いい。 ここ はこれ で なかなか 開けて る 

んだ。 入ろう じ やない か」 

「おや、 こんなと こに おかしい ね。 しかしと にかく 何 

か 食事が でき るんだろう」 



「もちろん できる さ。 看板に そう 書いて あるじ やない 

ゝ I 

力」 

「はいろう じ やない か。 ぼく はもう 何 か 喰べ たくて 倒 

れ そうなん だ ご 

二人 は 玄関に 立ちました。 玄関 は 白い 瀬戸の 煉瓦で 

組んで、 実に 立派な もんです。 

がらす 

そして 硝子の 開き戸が たって、 そこに 金文字で こう 

書いて ありました。 

「どなた もどう かお 入りく ださい。 決して ご 

遠慮はありません」 

二人 は そこで、 ひどく よろこんで 言いました。 



r クリ— ムを ぬれと いうの はどうい うんだ ご 

「これ はね、 外が ひじょうに 寒いだろう。 室の なかが 

あんまり 暖ぃ とひび がきれ るから、 その 予防なん だ。 

どうも 奥に は、 よほど えらいひとが きている。 こんな 

とこで、 案外 ぼくら は、 貴族と ちかづきになる かも 知 

れ ない よご 

二人 は 壷の クリ— ムを、 顔に 塗って 手に 塗って それ 

から 靴下 をぬ いで 足に 塗りました。 それでも まだ 残つ 

ていました から、 それ は 二人とも めいめい こっそり 顔 

へ 塗る ふり をしながら 喰べ ました。 

それから 大急ぎで 扉 を あけます と、 その 裏側に は、 



r クリ— ムを よく 塗りました か、 耳に もよ く 塗 

りました か、」 

と 書いて あって、 ちいさな クリ ー ムの壺 が ここに も 置 

い て ありました。 

「そうそう、 ぼく は 耳に は 塗らなかった。 あぶなく 耳 

に ひび を 切らす とこだった。 ここの 主人 はじつ に 用意 

しゅうとう 

周到 だね ご 

「ああ、 細かい とこまで よく 気がつく よ。 ところで ぼ 

く は 早く 何 か 喰べ たいんだ が、 どうも 斯う どこまでも 

廊下 じ や 仕方ない ね ご 

するとす ぐ その 前に 次の 戸が ありました。 



してもう ものが 言えませんでした。 

「その、 ぼ、 ぼくらが、 …… うわあご がたがたが たが 

た ふるえだして、 もう ものが 言えませんでした。 

「遁げ …… ご がたがたしながら 一 人の 紳士 はう しろ 

40 、—ち 

の 戸 を 押そうと しました が、 どうです、 戸 はもう 一 分 

も 動きませんでした。 

奥の 方に はま だ 一 枚 扉が あって、 大きな かぎ 穴が 二 

つっき、 銀い ろの ホ— クと ナイフの 形が 切リ だして 

あって、 

「 い や、 わざわざ w J 苦労 で す。 

大 へん 結構に できました。 



さあさあ おなかに おはいり ください ご 

と 書いて ありました。 おまけに かぎ 穴から はきよ ろ 

めだま 

きょろ 二つ の 青い 眼 玉が こっち をの ぞいて います。 

「うわ あ。」 がたがた がたがた。 

「うわ あ。」 がたがた がたがた。 

ふたり は 泣き出しました。 

すると 戸の 中で は、 こそこそ こんな こと を 云って い 

ま ^9 

「だめ だよ。 もう 気がつい たよ。 塩 を もみ こまない よ 

うだよ ご 

「あたりまえ さ。 親分の 書きよう がまず いんだ。 あす 



えだ 

の 枝に ぶらさが つたり、 こ つちの 根 もとにち らば つた 

リ しています。 風が どうと 吹いて きて、 草 は ざわざわ、 

木の葉 はか さかさ、 木 は ごとん ごとん と 鳴りました。 

もど 

犬が ふうとうな つ て 戻つ てきました。 

そしてう しろから は、 

I 旦那 あ、 旦那 あ、」 と 叫ぶ ものが あります。 

二人 は 俄かに 元気が ついて 

「おおい、 おおい、 ここ だぞ、 早く 来い ご と 叫び まし 

た。 

みのぼう し リ ようし 

簑 帽子 を かぶ つ た 専門の 獵師 が、 草 を ざわざわ 分け 

て やつ てきました。 
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